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　既存ダムの機能を強化する再開発事業はダムを運用し
ながら施工することが多いため，ダム上流面に仮締切を

設置しドライな空間を確保して各種の作業を行う。現在
施工中の鶴田ダム再開発事業では，この仮締切に新たに
開発した浮体式仮締切工法を採用した。底蓋と一体化し
た仮締切扉体を浮体化しバラスト調整しながら一括して
設置し，浮力は浮上り防止金物で支持する。写真は，設
置した仮締切内部をドライにするための抜水作業を実施
している状況である。
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